
避難所では、プライバシーや衛生問題など様々な問題が起こる可能性が
あります。
男女両方の視点に立った避難所運営ができないことで、物資や環境の改
善が進まないといった状況もあるようです。
子育て世帯や、高齢者、障がいのある方など配慮が必要な人々のニーズ
を知り、男女を交えた多様な人々で話し合い、十分なコミュニケーション
を取りながら物事を決めましょう。

地域で考える
避難所づくり

地震、津波、集中豪雨、台風といった自然災害は、いつどこで起こるか予測することは難し
く、私たちの力で止めることもできません。万が一に備え誰もが避難所運営について考えてお
くことが重要です。

男女共同参画の視点を活かした

衛生や栄養の問題では・・・

• 女性用品(下着や生理用品など）
が不足し困った

• 子どもが食物アレルギーで避難
所の食事が食べられない

• 更衣室や間仕切りがなく、着
替えるのに困った

• 夜になると暗くてトイレに行
けない

• 痴漢や覗きなどの被害にあっ
た

プライバシーや安全面では・・・

• 介護用のおむつが必要なのに言い出せない
• 赤ちゃんが泣くので避難所を出ざるを得ない
• 授乳スペースがない

乳幼児、介助、介護などの配慮が必要だけど・・・

《避難所で起こる様々な問題》

なぜ避難所運営に男女両方の視点が必要なのでしょうか

～その時あなたの力が必要です～

避難所では男女両方の視点が必要です
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男女の視点に配慮した避難所レイアウト(イメージ図）
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物資の管理配布は男女共同で実施
※必要な物資も、同性の方が伝えや
すい（下着や生理品は同性が配布）

見回りは男女混合
で実施
※特に女性専用の
エリアは、見回り
回数を増やす

• 通路や仕切りを設けてプライ
バシーを確保

• 乳幼児のいる家庭エリア、
女性のみのエリア等に区分

子どもの遊び
場を設置

女性や子どもが安
全・安心な場所に
設置
※照明の設置や生
理用品も常備

女性専用スペースには防犯グッズを
※性犯罪防止対策として、防犯グッズ
（ホイッスルやブザーなど）を設置

外から見えないよう
にすると安心

通路

通
路

 管理責任者への男女両方の配置

 自治的な運営組織の役員への女性の参画の確保（女性の割合は3割以上を目標にする）

 女性や子育て家庭の意見及びニーズの把握（民間支援団体等の協力によるニーズ調査、意見箱、女性リーダーに

よる意見の集約等）

 女性用品（生理用品、下着等）の女性の担当者による配布

 避難者による食事作り・片付け、清掃等の公平な役割分担（男女を問わずできる人が分担し、性別によって役割

を固定化しない）

 きめ細かな支援に活用できる避難者名簿の作成及び情報管理（基本情報だけでなく支援の必要性（健康状態、ア

レルギー、保育や介護を要する状況等））

 ＤＶ（配偶者からの暴力）の被害者等への配慮

 就寝場所や女性専用スペース等の巡回警備など、暴力を許さない環境づくり

 防犯ブザーやホイッスルの配布

 各種相談窓口（健康相談、女性に対する暴力に対する相談等）の設置と周知（男女両方の相談員を配置）

男女共同参画の視点に配慮した避難所運営管理チェック
食料、生活必需品等については個人によってニーズも異なります。
 各人が最低3日分の水や食料、生活必需品等を家庭に備蓄してお
きましょう

 持ち出し袋の重さの目安は男性で15キロ、女性で10キロ以内
 自分の弱点を知り、「コレがないと生活できないモノ」は準備
しておきましょう

《非常備蓄品・非常用持ち出し袋》

参 考

【その他にも女性は】
生理用品、サニタリー
ショーツ、カップ付タン
クトップ、中身が見えな
いごみ袋、ヘアゴム、
防犯ブザー、ホイッスル
など

【乳幼児がいる家庭】
粉ミルク、飲料水、
哺乳瓶（消毒剤含む）、
離乳食、紙おむつ、
おしりふき、抱っこ紐、
授乳用ポンチョなど



いざという時の前に考えておきたいこと

お役立ち情報

【古賀市防災メール】

登録いただいた携帯電話やパソコンへ防災などの情報をメール配信し

ます。

○配信する情報

防災・・災害時の緊急なお知らせ、気象庁発表の警報など

防犯・・・不審者情報など

市からのお知らせ・・・防災行政無線からの放送内容

○登録方法

bousai.koga-city@raiden.ktaiwork.jp
上のメールアドレスまたは右下のＱＲコードから空メールを送信してくだ

さい。登録用サイトのアドレスが添付されたメールが届きますので、配信

を希望する情報を選択し送信すると登録完了です。

※迷惑メール対策等を設定されている方は

ドメイン「ktaiwork.jp」からのメール受信を許可してください。

詳しくは携帯電話通信会社のホームページでご確認いただくか、サービ

スショップにご相談ください。

【防災行政無線電話応答サービス】

防災行政無線の放送内容を電話で

確認することができるサービス。

050-5533-8194

(通話料金は利用者負担)

【緊急連絡先】 古賀市役所（災害対策本部）・・・092-942-1111

【災害時の情報伝達先】

○火事・救急は・・・119 ○警察は・・・110 ○海上での事故・事件は・・・118

災害用伝言ダイ
ヤルはどうやっ
て使うの？

食料や生活必需品
はどのくらい用意
しておけばいい？

【災害用伝言ダイヤル】
伝言を登録する
① 「１７１」をダイヤル
② 「１」をプッシュ
③ 自宅の電話番号を市外局番から

プッシュ
④ 録音する
伝言を聞く
① 「１７１」をダイヤル
② 「２」をプッシュ
③ 自宅の電話番号を市外局番から

プッシュ
④ 再生される
※伝言保存期間は録音から48時間
※携帯電話の場合は、各携帯電話会
社に確認しておきましょう

【発行】古賀市 コミュニティ推進課 ＴＥＬ０９２－９４２－１２６０
【協力】古賀市男女共同参画輝きＫｏｇａネット 2017年11月

避難所はどこ？

家族との集合
場所は？

○粕屋北部消防本部・・092-944-0131

○粕屋警察署・・・・・・・・092-939-0110

○粕屋警察署古賀交番・・・・092-942-2393 

○粕屋警察署青柳交番・・・・092-942-2325

○粕屋警察署小野駐在所・・092-946-3717

携帯電話用ＱＲコード

mailto:bousai.koga-city@raiden.ktaiwork.jp

